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1. 計画（Plan)

年度実績 年度実績 年度実績 年度実績

令和2 令和3 04 15

21 良好な市街地の形成

都市計画課 0285-83-8152

総合政策課、社会福祉課、建設課、都市整備課、下水道課、水道課、商工観光課

市街化区域　市街化区域の住民

令和2 令和3 令和4 令和5 令和6 令和6

市街化区域面積 ha 1,700.6

市街化区域人口 人 47,327

地域の特色を活かしたまちづくりを進め、暮らしやすく魅力ある住環境や街並みを形成します。

実績データから算出する。
・市街化区域整備率は、現在整備を進めている土地区画整理事業や産業団地整備事業の完了面積から算出する。
・市民１人当たりの公園面積は、都市公園の整備状況から算出する。
・中心市街地リノベーション事業は、事業化に向けた進捗状況を記載する。

平成30
令和2 令和3 令和4 令和5 令和6

令和6

市街化区域整備率 ％ 75.4
75.7 75.8 76.3 76.6 76.9

76.9
74.9

市民１人当たりの公園面
積 ｍ2 32.7

32.9 33.1 33.1 34.1 34.4
34.4

33.0

中心市街地リノベーショ
ン事業の実施 ー

現況調査

道路調査 整備検討・基礎調査 整備決定・地域説明 基本計画・地域説明 事業化

事業化

道路調査

【市民】・良好な市街地形成に向けた説明会や協議会への参加
　　　　・公園の市民による日常的な維持管理の実施
　　　　・良好な景観形成への協力
【行政】・住みやすい良好な市街地を形成するため、市街化区域内の都市基盤整備を進める。
　　　　・都市部の緑化や緊急時の避難場所となる都市公園の整備を推進していく。
　　　　・中心市街地の活力再生と魅力創出に向けて、まちなか居住のための
　　　　　基盤整備や道路と調和した沿道整備などの中心市街地リノベーションを
　　　　　推進していく。



（１）施策目標達成に対する要因分析と課題（①構成事業が与えた影響、②外的要因を踏まえて検証）

（２）今後の方向性（（１）の要因分析を踏まえ、施策目標達成に向けた方針を示す）

2. 実行（Do）→個別事務事業の実施による（事務事業マネジメントシート参照）

3. 検証・評価と今後の方向性（Check & Action)

・市街地の整備率は、平成30年基準値75.4％に対し令和2年度は74.9％となり、0.5％の減少となっているが、土地区画整理事業区域の亀山北地区と中郷・萩田地区の事業が進捗し
整備区域が増加となったが、新産業団地整備事業用地として令和２年度末に「真岡第一工業団地南地区（整備21.4ha）」を市街化区域に編入したため、全体の整備率としては減
少となった。
　特に、土地区画整理事業の整備率については、市街化区域の半分以上に達しており、県内でもトップクラスの高い水準を維持している。
　しかし、良好な市街地形成を図るためには、産業団地整備事業や土地区画整理事業を推進し、早期の事業完了を目指す必要がある。

・公園整備については、下籠谷大野公園（亀山北【0.1ha】）萩田公園（中郷・萩田【0.17ha】）の整備が完了したことにより、市民１人あたりの公園面積は33ｍ2となっている
。
　これは国の市民１人当たりの公園基準面積（10ｍ2）に照らしても高い水準を維持している。
　なお、魅力ある住環境整備を図るためには、公園の遊具や施設について老朽化が進んでいることから、適切な維持管理や安全確保のため更新作業が必要となっている。

・中心市街地では魅力を創出するため、公共交通や商業などと連携した中心市街地の整備が必要となることから、中心市街地リノベーション事業の推進が必要となっている。
　また、人口減少や少子高齢化に対応する「コンパクトなまちづくり」のためには、中心市街地に都市機能を集約し、近隣への居住誘導や移住定住の促進を図る必要があるが、
本市の中心市街地では未整備地区が残る状況にある。
　そのため、整備要望のあった台町地区を対象に、まちづくりの整備手法に係る説明会の開催や、地域の現況調査、住民アンケートなどを実施し、地域の課題抽出と住民意向の
把握を実施したところ、狭隘な生活用道路の改善希望などが多くあり、整備にあたっては、事業費や整備手法の検討、住民の理解や協力などが必要となることから、様々な整備手
法や連携事業を検討し、地域と十分協議を実施しながら事業を進めていく。
　また、令和２年度の中心市街地リノベーション事業の推進については、地域協議の中で優先事業地区とした「真岡駅東地区」の未整備となっている都市計画道路　駅前東口線の
道路調査を実施した。
　今後、まちの活力再生と魅力創出に向けた低未利用地や空き店舗などの既存ストックの有効利用を図り、地域特性を活す基盤整備や沿道整備などの推進が必要である。
　なお、都市計画道路の在り方についての協議は、住民理解と協力、今後の土地利用の意向取りまとめなどが必要であり、時間をかけた地域との協議が必要となる。

・市街地の整備については、既に着手している土地区画整理事業や産業団地整備事業などの基盤整備事業を中心に市街地の整備を推進して
おり、より暮らしやすく魅力ある住環境を整えながら良好な市街地形成を進めていく。
　また、住宅密集地などは基盤整備事業以外の整備手法も検討しながら整備を推進していくとともに、未整備の都市計画道路の整備や
、既に整備された路線の無電柱化の推進や景観向上のための美装化などについても、今後、協議・検討を重ねていく。

・公園整備については、土地区画整理事業や総合運動公園整備事業などによる都市公園の整備により、市民の憩いの場や緊急時の避難場
所として、基盤整備事業の進捗状況や整備計画にあわせ順次整備していく。
　また、整備にあたり、維持管理費の抑制が図れる設計などを検討するとともに、国による公園施設長寿命化対策事業などを活用しな
がら、公園施設の安心・安全な維持管理に努めていく。

・中心市街地リノベーション事業については、真岡駅東地区周辺を中心に都市基盤の整備状況などの基礎調査を実施し、地域と協議を進
めていく。
　都市計画道路　駅前東口線については、道路調査の結果をもとに地域と協議を進めていく。
　都市計画道路　中郷八木岡線については、主要幹線の交通の円滑化及び、庁舎周辺とまちなかの観光拠点施設（門前周辺と真岡駅）が
相互に連携を図れるよう、地域協議を進め、街路整備に向けて推進を図る。



評価結果

成果指標名 単位 年度実績 今後の方向性

成果指標
NO 総重、総新

戦拡、戦新
事務事業名 担当

4. 構成事業一覧（個別事務事業一覧）

令和2

1 総重
中心市街地リノベーション事業 都市計画課計画係 基本構想の策定

ー
現状維持 

基本計画基礎調査
ー

現状維持 

2 公園遊具長寿命化対策事業 都市計画課公園保全係 更新遊具数
基

8 現状維持 

3 公園整備事業 都市計画課開発指導係 市民１人当たりの公園面積

ｍ2
33.0 現状維持 

4 真岡市亀山北土地区画整理事業 都市整備課亀山北指導係 事業の進捗率
％

82.9 現状維持 

5 真岡市中郷・萩田土地区画整
理事業

都市整備課中郷・萩田指

導係

事業の進捗率
％

79.2 現状維持 


